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冊⼦をお⼿にとって頂きありがとうございます！ 
最初に、⼀連の流れをフロー図で説明させて頂いて、各項目について詳しくご説明させ
て頂きます。

⼟壌汚染調査の流れと費⽤



⼟壌汚染調査の流れ

⼟地の利⽤履歴等を調べて、汚染の可能性を調べる

■第1種特定有害物質 
（揮発性有機化合物） 
1m程度の深さから、⼟
壌中のガスを採取し
て、分析します。 

費⽤：※汚染のおそれが少ない場合　（⼤阪と東京近郊） 
30m×30m以内　… 約20〜35万円程度 
30m×30mが2区画以内　…　約45〜60万円程度 
上記以上の⼟地の場合は、敷地の形状等によって⼤きく異なります。 
汚染の恐れが⾼いかどうかによっても、調査費⽤が変わります。 

調査期間：　3週間〜1ヵ⽉程度 
広さや調査地点数によって異なります。 

■第2種・第3種特定有害物質 
（重⾦属類・農薬類・PCB） 
表⼟〜50cmの⼟壌を採取して
分析します。 

⼟壌ガスを検出（＝汚染の可能性有） 汚染あり

ある 汚染の可能性が

表⼟の汚染の有無を調べる

ない

汚染なし

第１種特定有害物質 
（揮発性有機化合物） 

第２種・３種特定有害物質 
（重⾦属類・農薬類・PCB） 

汚染範囲を特定するには次の調査へ
汚染の有無、 
汚染の範囲を特定するには、次の調査へ 

①地歴調査（P4）

②表層⼟壌調査（P5〜6）

調査期間：2〜4週間程度

費⽤：　簡易タイプ：7万円〜   
標準タイプ：15万円〜 
詳細タイプ：28万円〜  
⾏政対応タイプ：35万円〜 

登記簿や住宅地図、空中写真等の書類を収集し、⼟地の履歴等を
調べて、対象地の汚染の可能性を調査します。

調査終了
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法律では調査終了です。 
しかし、⼟地売買のための
⼟壌汚染調査の場合は、書
類上の調査だけで、⼟壌汚
染のリスクが不確かな場合
表層⼟壌調査に進むことが
多いのが現状です。 
書類上の調査で、収集でき
る情報には限界がありリス
クが完全には払拭されない
ためです。 

＜　　　POINT　　　＞

調査終了

１



汚染の平⾯的な広がりを調べる

地下⽔の状況を調べる

汚染の深度、地下⽔の汚染の有無を調べる

井⼾を設置し、地下⽔の流向や⽔位 
などの地下⽔の状況を把握します。 

調査期間、費⽤は 
③の詳細調査と同程度 

⼟壌汚染と地下⽔汚染がある⼟壌汚染のみがある

②絞り込み調査(P7)

③詳細調査(P8)

③井⼾施⼯・モニタリング(P8)

費⽤： 
30ｍ格⼦1つ 20万円程度〜 

調査期間：1〜4週間程度

⼟壌ガスの採取、分析を詳細に⾏い、平⾯的
な汚染の広がりや、濃度の濃い部分を特定し
ます。

汚染のあった区画の中で汚染の濃い箇所につい
て、10mのボーリング調査を⾏います。
地下⽔調査も実施します。

2024©Georhizome Co,.Ltd.

 

②個別調査（P7）

費⽤： 
30ｍ格⼦1つ 20万円程度〜 

調査期間：1〜4週間程度

10m格⼦の単位区画ごとに⼟壌を採取、分析
し汚染の有無を調べ平⾯的な汚染の広がりを
特定します。

調査終了

費⽤： 
10ｍボーリング1箇所の場合  
20〜70万円程度　×　⼟壌ガス濃度が⾼い区画

調査期間：　3週間〜

汚染のあった単位区画について、5〜10mのボー
リング調査を⾏います。溶出量基準が超過して
いる場合は、地下⽔調査も実施します。

費⽤：　　　　　　　※2物質分析の場合 
5〜10ｍボーリング1箇所の場合  
20〜25万円程度　×　汚染が確認された格⼦ 

調査期間：　3週間〜

２ 

第１種特定有害物質（揮発性有機化合物） 
第２種・３種特定有害物質 
（重⾦属類・農薬類・PCB） 

第１種特定有害物質（揮発性有機化合物） 

第２種・３種特定有害物質 
（重⾦属類・農薬類・PCB） 



安全安⼼な⼟地にする

そのまま維持

完全に浄化が完了！

２年間 
地下⽔汚染なし 

掘削除去のみ 原位置浄化or地下⽔浄化 
をした場合 

■地下⽔モニタリング

④汚染⼟壌浄化・対策（P9〜P11）

■完全浄化 ⼯期：1〜数カ⽉、場合によっては数年

費⽤：数百万程度〜数千万、
場合によっては億単位 
（詳細は、11ページ） 

⼟壌・地下⽔中の汚染物質を取り除きます。 
・掘削除去　 
・原位置浄化 
（還元無害化、原位置分解、バイオレメディ
エーション）　など 

 

掘削除去 原位置浄化

■健康被害が無いよう対策

・舗装措置　・盛り⼟措置　 
・封じ込め　・不溶化処理 
　など 

⼟壌汚染のみがある ⼟壌汚染と地下⽔汚染がある

３
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⼟地の利⽤履歴等を調べて、汚染の可能性を調べる

■地歴調査の⽤途・目的

・⼟壌採取調査の、調査計画を⽴てるために
（⼟壌汚染対策法の改正で、調査計画時の地歴調査が重要視されるようになりました。）
・⾏政対応（義務的な調査の際に、⾏政へ提出）
・⼟地の購⼊を検討するために
・汚染の原因を特定するために
・住⺠への説明材料として
・汚染の有無のスクリーニングのために
過去にその⼟地に何があって、どの汚染物質の汚染の可能性があるのか、を調べます。

■調査する内容

①調査地とその周辺の、⼟地・建物利⽤の変遷を調べます。
・現在と過去の登記簿謄本、住宅地図、地形図
②空中写真によって、現在・過去の⼟地利⽤状況を調べます。 
・現在と過去の空中写真
③地質、地下⽔の資料を検討し、仮に⼟壌汚染があった場合の考察をします。
・地質図　・地下⽔にかかわる資料
④ヒアリング調査
⑤現地踏査　　　　　　　　　

地歴調査

 簡易タイプ 標準タイプ 詳細タイプ 

約 7 万円〜   約 15 万円〜 

1945 年頃(戦後)から現在に⾄るまでの⼟地利⽤について各種資料を照査し、対象地における⼟壌汚染リスクを検討する。 調査内容 

添付資料 
(その他備考) 

地形図(約３年分) 

住宅地図 

 
 登記簿謄本・公図 

航空写真 

現地踏査 

地形・地質情報(地質図・柱状図) 

ヒアリング調査 

地形図(約３年分) 

住宅地図 

 
 登記簿謄本・公図 

航空写真 

現地踏査 

地形・地質情報(地質図・柱状図) 

ヒアリング調査 

地形図(約３年分) 

住宅地図 

 
 登記簿謄本・公図 

航空写真 

現地踏査 

地形・地質情報(地質図・柱状図) 

ヒアリング調査 

関連法令・環境公開資料 
(⼟壌汚染対策法・関連条例・指
定区域の情報等) 

関連法令・環境公開資料 
(⼟壌汚染対策法・関連条例・指
定区域の情報等) 

関連法令・環境公開資料 
(⼟壌汚染対策法・関連条例・指
定区域の情報等) 

※費⽤は調査対象地の⾯積・⼟地利⽤・筆数等により変更することがございます。 
※法・条例への対応、現地踏査、ヒアリングによる交通費、宿泊費は実費精算になります。 
※住宅地図は著作権の問題により、報告書に添付することができません。添付する場合は別途御⾒積り致します。 
 

 約 28 万円〜 

 
費⽤(参考)

調 

 

４



■第⼀種特定有害物質（揮発性有機化合物）

◆⼟壌ガス採取

◆採取地点

◆採取⽅法

敷地の最北端を起点に、対象地を30m区画に区切り、
さらに10m区画に区切ります。

敷地の最北端を起点に、対象地を30m区画に区切り、
さらに10m区画に区切ります。

この地点配置は、⼟壌汚染の恐れが少ない場合の代表的な地点配置です。 
過去から現在への⼟地の使⽤状況等や、調査目的によって、地点配置は変わります。 

30m区画毎の中⼼に配置した　　印の1地点から⼟壌
ガスを採取します。
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表層⼟壌調査

 

 

 

 

 

 

 

10m 

30m 
 

保護管 

採取管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地表⾯ 

0.8〜1m 

‐1m 

15〜30mm 

テドラーバック 

減圧箱 

５ 

表⾯⼟壌の汚染の有無を調べる
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表⾯⼟壌の汚染の有無を調べる

表層⼟壌調査

■第⼆種・第三種特定有害物質（重⾦属類・農薬類・PCB）

◆表層⼟壌採取

◆採取地点

◆採取⽅法

 

 

 

 

 10m 

30m 

最北端を起点に、対象地を30m区画に区切り、さらに
10m区画に区切り、5地点を⼗字に配置します。

⼗字に配置した　 印の５地点から⼟壌を採取します。
（分析は、5地点分を１つに混合して⾏います）

 

コンクリートやアスファルトなどの被覆があれば、 
除去してその下50cmの⼟を採取します。 

上部の0〜5cmの部分と下部の5〜50cmの⼟壌は分け
て採取し、分析の際に、1：1の割合で混ぜます。

 

この地点配置は、⼟壌汚染の恐れが少ない場合の代表的な地点配置です。
過去から現在への⼟地の使⽤状況等や、調査目的によって、地点配置は変わります。

 

 

 

 

 

 

 

 

0〜5cm 

5〜50cm 

20cm 程度 

 地表⾯ 

６ 
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汚染の平⾯的な広がりを調べる

絞り込み調査

■第⼀種特定有害物質（揮発性有機化合物）

◆⼟壌ガス採取

◆採取地点

第⼆種・第三種特定有害物質（重⾦属類・農薬類・PCB）

◆表層⼟壌採取

➀表層調査では、1地点
調査した。

未調査の区画も同様に調査
します。

ガス検出地点が判明。

 

 

 

 

 

 

△：調査地点   ▲：⼟壌ガスが不検出の地点   ▲：⼟壌ガスが検出された地点  

10m 

30m 

  

 
  

 

個別調査

➁

➁

③

③

 

○：調査地点   ●：⼟壌汚染が無い地点  ●：⼟壌汚染が確認された地点   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

表層調査では、5地点

を混合して調査した。 

物質Bを10ｍ×10ｍの

区画ごとに分析しま

す。

物質Bを10ｍ×10ｍの

区画ごとに分析しま

す。

 

未調査の区画は、表層

⼟壌を採取して物質Ｂ

を分析します。

物質Bを10ｍ×10ｍの

区画ごとに分析しま

す。

 

物質Ｂの汚染が⾒つ

かった。

物質Bを10ｍ×10ｍの

区画ごとに分析しま

す。

 

汚染のある区画 

が判明。 

物質Bを

区画ご

す。

  

➀

７ 

汚染の平⾯的な広がりを調べる
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汚染の深度、地下⽔の汚染の有無を調べる

詳細調査(ボーリング調査)

■第⼀種特定有害物質（揮発性有機化合物）

絞り込み調査で、ガスが検出された　　印地点について、 
１０ｍのボーリング調査を⾏います。
この際、地下⽔の調査も同時に⾏います。
⼟壌を採取する深度は、右記の通りです。

 

 

 

 

 

 

 

 

 ガス検出地点  

 

絞り込み調査結果（例） 

 

1.0ｍ 

2.0m 

 

0～0.05m 

3.0m 

4.0m 

 5.0m 

6.0m 

7.0m 

8.0m 

9.0m 

10.0m 

0.5m 

地表面 

■第⼆種・第三種特定有害物質（重⾦属類・農薬類・PCB）

表層⼟壌調査で、汚染が確認された　　印地点について、
５〜10ｍのボーリング調査を⾏います。
溶出量基準が超過していた場合には、地下⽔の調査も同時に⾏います。
⼟壌を採取する深度は、右記の通りです。

表層土壌調査結果（例）
 

 

 

 

 

 

汚染が確認された地点  

1.0ｍ 

2.0m 

 

 

3.0m 

4.0m 

 5.0m 

 

地表面 

 

地下⽔の状況を調べる

井⼾施⼯・地下⽔モニタリング　

対象地内に目的に合わせて井⼾を設置し、地下⽔の⽔位や流れを調べます。地下⽔の浄化を
設計するために必要な調査です。 

 

 

 

 

 
地下⽔ 

８
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安全安⼼な⼟地にする

⼟壌浄化対策

９

⼟壌の浄化対策には、次のような⽅法があります。

■汚染を完全に除去（完全浄化）する⽅法

薬剤を⼟壌に混ぜ、⽣息している微⽣物を活性化し、浄化を⾏うと
同時に薬剤⾃体でも浄化を⾏う。

⼟壌還元法（循環⽅式）

⼟壌還元法（循環⽅式）

⼟壌ガス吸引法

エアースパージング法

加熱⼟壌ガス抽出

掘削除去（場外処分）

⼟壌洗浄浄化

揚⽔・樹脂による吸着処理

地下⽔に薬剤を混ぜることで、⽣息している微⽣物を活性化し、
浄化を⾏うと同時に薬剤⾃体でも浄化を⾏う。

●第⼀種特定有害物質（揮発性有機化合物）

●第⼆種特定有害物質（重⾦属類）

 

⼟壌還元法（混練⽅式）  

⼟壌・地下⽔中に酸化薬剤を供給し、汚染物質を浄化する。

汚染物質を吸引し、活性炭等に吸着させ除去する。

汚染地下⽔に空気を注⼊し、汚染物質を気化して除去する。

⼟壌を加熱して、汚染物質を揮発させて除去する。

汚染⼟壌を場外に搬出し、汚染物
質を完全に取り除く。

⼟壌中の重⾦属を洗浄（⼟を研磨して汚染物質を含む部位だけ
ふるい分けして取り除く）し、再び埋め戻す。

地下⽔を汲み上げ、重⾦属類を樹脂に吸着させたり、沈殿させ
て取り除く。

 

 

補⾜：汚染⼟壌浄化対策の費⽤について 
完全浄化で最も多く⾏なわれるのは、掘削除去です。汚染⼟壌の処分費は、濃度が低く処理が難しくない
物質で、15,000円/ｔ程度(27,000円/ｍ3程度（⽐重1.8で計算）)ですが、年々処理費⽤も上がってきていま
す。加えて、掘削等の⼟⼯事の費⽤がかかります。 
掘削する深さが1.5m程度より深くなりますと、⼟留めの費⽤も必要になります。
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１０

ここまで読んで頂きありがとうございます！ 
ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。 
 
 
 
https://www.georhizome.co.jp/inquiry/

■完全に汚染を除去せず、その場に封じ込め等を⾏う⽅法

汚染を除去するのではなく、汚染物質の⼈体への摂取経路を遮断して、⼈体に健康被害が出な
いようにする措置です。 
 

汚染物質が有る範囲について、コンクリートなどで被覆したりして封じ込めたり、地下⽔が汚
染されている場合は、遮⽔壁を打ち込むことで敷地外へ地下⽔が出ないようにします。 
 
●義務調査や⾃主調査の14条届出で区域指定されている場合 
義務調査や⾃主調査で⾏政へ届出をした場合に、そのままでは汚染⼟壌が⾶散したり、地下⽔
汚染が飲⽤井⼾に影響を与えてしまう場合には、要措置区域(＝そのままでは健康被害が出る
おそれがあるので措置が必要とされる区域)に指定されます。 
 
この封じ込めを⾏うことで、形質変更時要届出区域（＝汚染は敷地に存在するが健康被害の恐
れのない⼟地。⼟地利⽤を変更するときのみに届出が必要）として、区域指定されます。完全
に汚染を除去すると区域指定は外れます。 
 
　2010年4⽉1⽇からの⼟壌汚染対策法改正では、完全浄化でなく、こちらの封じ込めを推進
していくことを打ち出しています。 

立入禁止措置 フェンスなどで敷地を囲い、立ち入りを禁止する。 

舗装措置 コンクリート等で舗装し、土壌が飛散しないようにする。 

盛土措置 50cm以上の盛り土をし、汚染土壌が飛散しないようにする。 

原位置不溶化措置 固化剤を土に混合することにより、物質が溶け出さないようにす

る。（重金属類のみに適用） 

原位置封じ込め措置 汚染された範囲をコンクリートで固めて封じ込める。 

遮水工封じ込め措置 遮水壁を敷地境界に打ち込み、敷地内の地下水が敷地外に漏洩

しないようにする。 



ジオリゾームは、⼟壌汚染調査管理技術者を有する指定調査機関です。
環境省指定調査機関　2003-8-2031

土壌汚染コンサルティング事業

ジオリゾームの強み

法・条例案件の対応数は、R3年度27件、R2年度14件、R1年度28件と、3年間で70件近
く対応させていただいております。調査の計画の⽴案、⾏政協議、施⼯についても効率
的に進めていけます。 
参考：他社平均　1.52件/年(R3年度)　R3年の全国の法令調査件数/全国の調査会社数 
当社の調査対応件数は、 https://www.georhizome.co.jp/designated-institution/　 
をご覧ください。

知識と経験を活かしたフレキシブルな対応

⼟壌汚染についての法が整備されていない時代から

⼟壌汚染調査・浄化を⾏ってきた環境省指定調査機関です。

法・条例に基づいた調査や、⼟地売買時の⾃主的な調査は

もちろん、競売や裁判の係争案件に関わる調査も対応しています。

調査・浄化実績4,700件

信頼の調査品質・技術＆⾼い顧客満⾜度

「他では断られたんだけど」と様々なお問い合わせを頂き、法律を遵守した、出来

るだけご要望に沿う調査をご提案してきました。ジオリゾームは、お客様と⼀緒に

悩み、どんな案件でも誠意をもって応えます。

調査の際には、物理的・化学的な乱れが最⼩限しか⽣じない機材、

ツールを使⽤。営業中、狭い⼟地での調査も得意としております。

⾃社スタッフが現場対応〜報告書作成まで⾏うので、スピーディ＆柔軟。

毎年実施のお客様アンケートでは、満⾜度９０％の評価を頂きました。

実　績

専門家
ネットワーク柔軟な対応

品質と技術

の強み

ジオリゾーム

費用対効果

↑

１

２

３

● 豊富な法条例対応件数

多業種での3000㎡を越える法4条関連の調査に対応しています。
(地歴のみでなく、⼟壌採取調査を伴うものも数多く対応しております。)
⼩学校、⾼専・⼤学、病院、コンクリート⼯場、⾃動⾞整備⼯場、⽪なめし⼯場　他

● 多業種での⼤規模案件の対応

⼟壌汚染が確認された場合でも、ケースに応じて深度絞込みや平⾯的な範囲の絞込調査 
を⾏うことで、浄化コストを下げるなど、トータルコストを低減する調査を得意として 
おります。物質にもよりますが、⾃主調査に限らず法条例案件でも絞込調査をご提案・
実施しております。 
 

● 絞込調査など、リスクとトータルコスト減 

ここまで読んで頂きありがとうございました。 
最後に、少し当社の会社紹介をさせていただきます。

2024©Georhizome Co,.Ltd.



沿⾰
1993年 8⽉ 株式会社テレ･ワーク設⽴  代表取締役 井上順⼀
1995年  12⽉ 井上利⼀ 代表取締役就任
2000年 4⽉ ⼟壌環境調査へ参⼊
2002年 4⽉ 新規住宅地の無電柱化を開始
2003年 4⽉ ⼤阪営業所開設
2004年  12⽉ ISO14001認証取得
2005年 6⽉ 東京営業所開設
2007年 4⽉ 「株式会社ジオリゾーム」に社名変更
2010年 1⽉ 太陽光発電普及事業へ参⼊

事業所
⼤阪営業所／⼤阪府吹⽥市内本町1－1－21                        
TEL 06-6381-4000 FAX 06-6381-3999
東京営業所／東京都江東区東陽5－28－1 アライマンション102号         
TEL 03-5606-4470 FAX 03-5606-4430

会 社 名

設 ⽴

資 本 ⾦

代 表 者

会社概要
株式会社ジオリゾーム

1993年8⽉24⽇

2,000万円

代表取締役 井上 利⼀

環境活性化事業

資産価値向上･防災

無電柱化事業 

再⽣可能エネルギー

⾃然エネルギー事業 

環境リスク対策

⼟壌汚染ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業 

指定調査機関情報
指定番号 環境省指定調査機関 2003-8-2031
⼟壌汚染調査の従事技術者数 ８名  ⼟壌汚染調査技術管理者︓3名
                       ⼟壌環境リスク管理者︓2名 他
              

ま  ち  づ  く  り

お気軽にお問い合わせください。 https://www.georhizome.co.jp


